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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部と、照
明器具とを有する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　前記筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　前記筒体の端部に設けられ、当該発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着
部と、
　前記筒体に設けられ、前記基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、前記筒体と
前記器具装着部とにより密閉された筐体部を形成し、
　前記電源部は、
　商用電源を前記発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備し、
　前記照明器具は、
　前記器具装着部を固定するソケットと、
　前記発光ダイオードランプを固定する固定部材と、を備え、
　前記器具装着部は、両口金形直管蛍光ランプの口金と同等形状であり、
　前記発光ダイオードランプは、前記ソケットと前記固定部材とにより前記照明器具に固
定され、
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　前記電源部側接続端子は、電源部から下方に突出して又は照明器具の器具下面から突出
して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部と、照
明器具とを有する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　前記筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　前記筒体の端部に設けられ、当該発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着
部と、
　前記筒体に設けられ、前記基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、前記筒体と
前記器具装着部とにより密閉された筐体部を形成し、
　前記電源部は、
　商用電源を前記発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備し、
　前記照明器具は、
　前記発光ダイオードランプを保持する留金を備え、
　前記器具装着部は、片口金形蛍光ランプの口金と同等形状であり、
　前記ランプ側接続端子は、前記留金に保持される位置に設置されたことを特徴とする照
明装置。
【請求項３】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部とを有
する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　前記筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　前記筒体の端部に設けられ、当該発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着
部と、
　前記筒体に設けられ、前記基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、前記筒体と
前記器具装着部とにより密閉された筐体部を形成し、
　前記電源部は、
　商用電源を前記発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備し、
　前記ランプ側接続端子は、前記筒体の外周面に開口して形成され、
　前記電源部側接続端子は、電源部から下方に突出して又は照明器具の器具下面から突出
して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする照明装置。
【請求項４】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部とを有
する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　前記筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　前記筒体の端部に設けられ、当該発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着
部と、
　前記筒体に設けられ、前記基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、前記筒体と
前記器具装着部とにより密閉された筐体部を形成し、
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　前記電源部は、
　商用電源を前記発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備し、
　前記電源部側接続端子は、前記電源部との間に出力リード線を持たずに前記電源部から
突出して固定されていることを特徴とする照明装置。
【請求項５】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部とを有
する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　前記筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　前記筒体の端部に設けられ、当該発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着
部と、
　前記筒体に設けられ、前記基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、前記筒体と
前記器具装着部とにより密閉された筐体部を形成し、
　前記電源部は、
　商用電源を前記発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備し、
　前記ランプ側接続端子は、前記筒体の外周面に開口して形成されており、
　前記電源部側接続端子は、前記電源部との間に出力リード線を持たずに前記電源部から
突出して固定されていることを特徴とする照明装置。
【請求項６】
　前記照明器具は、既存の蛍光ランプの照明器具であり、前記筐体部の全長は、既存の蛍
光ランプと同等であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の照明装置。
【請求項７】
　前記発光ダイオードランプの重量は、既存の蛍光ランプの重量と同等であることを特徴
とする請求項１乃至６のいずれかに記載の照明装置。
【請求項８】
　前記中空状の筒体は、
　透光性の物質よりなる、樹脂製の発光部と、
　熱伝導性の優れた金属よりなる放熱部と、を有し、
　前記ランプ側接続端子は、前記放熱部に設けられることを特徴とする請求項１乃至７の
いずれかに記載の照明装置。
【請求項９】
　前記ランプ側接続端子に、前記電源部側接続端子を嵌合させることを特徴とする請求項
１乃至８のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記発光ダイオードランプは、前記照明器具側に設けられた固定部材により照明器具に
保持されることを特徴とする請求項２乃至５のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１１】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部と、照
明器具とを有する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　両口金形直管蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するためのランプ側接続端子と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と
を備え、
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　前記照明器具は、
　前記器具装着部を固定するソケットと、
　前記発光ダイオードランプを固定する固定部材と、を備え、
　前記発光ダイオードランプは、前記ソケットと前記固定部材とにより照明器具に固定さ
れ、
　前記電源部側接続端子は、電源部から下方に突出して又は照明器具の器具下面から突出
して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする照明装置。
【請求項１２】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部と、照
明器具とを有する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　片口金形蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するためのランプ側接続端子と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と
を備え、
　前記照明器具は、
　前記発光ダイオードランプを保持する留金を備え、
　前記ランプ側接続端子は、前記留金に保持される位置に設置されたことを特徴とする照
明装置。
【請求項１３】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部とを有
する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　片口金形蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するためのランプ側接続端子と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と
を備え、
　前記ランプ側接続端子は、前記発光ダイオードランプの外周面に開口して形成され、
　前記電源部側接続端子は、電源部から下方に突出して又は照明器具の器具下面から突出
して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする照明装置。
【請求項１４】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部とを有
する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　片口金形蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するためのランプ側接続端子と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と
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を備え、
　前記電源部側接続端子は、前記電源部との間に出力リード線を持たずに前記電源部から
突出して固定されていることを特徴とする照明装置。
【請求項１５】
　発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードランプの外部に設けられる電源部とを有
する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　片口金形蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するためのランプ側接続端子と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と
を備え、
　前記ランプ側接続端子は、前記発光ダイオードランプの外周面に開口して形成されてお
り、
　前記電源部側接続端子は、前記電源部との間に出力リード線を持たずに前記電源部から
突出して固定されていることを特徴とする照明装置。
【請求項１６】
　前記電源部側接続端子は、電源部から下方に突出して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする請求項２，４，５，６，７，
８，９，１０，１２，１４又は１５記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記電源部側接続端子は、照明器具の器具下面から突出して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする請求項２，４，５，６，７，
８，９，１０，１２，１４又は１５記載の照明装置。
【請求項１８】
　前記電源部側接続端子は、周囲に弾性体を有するリード線を介して前記電源部に接続さ
れ、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されるとともに、前記発光ダイオードランプの移動と
ともに前記電源部側接続端子も移動するとともに、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定されていない場合、前記電源部側接続端子
は前記弾性体の復元力により元の位置に戻ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
に、又は、請求項１１乃至１３のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１９】
　前記ランプ側接続端子は、テーパー部を有し、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記テーパー部を経由して前
記電源部側接続端子と前記ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする請
求項１乃至１８のいずれかに記載の照明装置。
【請求項２０】
　前記電源部側接続端子の弾性体は、照明器具の器具下面から突出する方向に設置され、
蛍光ランプのランプ軸方向に動くことを特徴とする請求項１８記載の照明装置。
【請求項２１】
　前記電源部側接続端子の弾性体は、受金から突出するする方向に設置され、蛍光ランプ
のランプ軸方向に伸縮することを特徴とする請求項１８記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、既存の蛍光ランプ用ソケットに発光ダイオードランプ（ＬＥＤランプ）を
装着し、ランプ外部の電源部からランプの筐体部が備える接続端子に電力が供給される照
明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）を光源とするランプであって、既製の蛍光ランプ照明器具に
その蛍光ランプ（管）に代えて取り付けて使用することが可能な蛍光ランプ型ＬＥＤラン
プが知られている。
【０００３】
　例えば、既製の蛍光ランプ照明器具にその蛍光ランプに代えて取り付けて使用する蛍光
ランプ型ＬＥＤランプとして、複数の発光ダイオードを点灯させるための電力の取り入れ
やその電力の変換、調整をより簡易な構成で実現すること等が可能なＬＥＤランプを提供
するために、複数の発光ダイオードと、この各発光ダイオードを取り付ける基板と、蛍光
ランプ照明器具のソケットの差込孔に嵌め入れる装着用突起と、外部の電源から電気コー
ドを用いて取り入れる電力を前記各発光ダイオードが点灯する電圧電流に調整してその各
発光ダイオードに供給する点灯回路とを備えたＬＥＤランプが提案されている（例えば、
特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３０３６１４号公報
【特許文献２】特開２００９－４３４４７号公報
【特許文献３】特開２０１０－９２９９０号公報
【特許文献４】特開２０１０－４０４９６号公報
【特許文献５】国際公開ＷＯ２００９／１４５２４８号公報
【特許文献６】特開２００９－１１６４１８号公報
【特許文献７】米国特許出願公開第２００８／００５５８９４号明細書
【特許文献８】特開２００３－２５３６３２号公報
【特許文献９】特表２００９－５４５１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された蛍光ランプ型ＬＥＤランプは、蛍光ランプ
型ＬＥＤランプが密閉された筐体部に収納されていないため、感電の危険や埃が付着しや
すいという課題があった。
【０００６】
　この発明は、以下に示す事項を目的とする照明器具を提供する。
（１）蛍光ランプ用照明器具等の従来器具に接続しても過電圧等の問題を発生しない；
（２）ＬＥＤランプが密閉されていて、塵埃が入らず、感電保護が可能である；
（３）従来器具に接続されるＬＥＤランプの重量が、従来の蛍光ランプの重量並みに出来
、筐体部が照明器具から落下することなく保持することが出来る；
（４）ＬＥＤランプが長期間にわたり点灯されたときにソケットが劣化しても、ＬＥＤラ
ンプの重量が従来蛍光ランプ並みになっているので、落下しにくく安全が保てる；
（５）また、ＬＥＤランプが長期間にわたり点灯されたときにソケットが劣化しても、劣
化による電気的な接続不良等の不具合の影響は受けない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る照明装置は、発光ダイオードランプと、発光ダイオードランプの外部に
設けられる電源部と、照明器具とを有する照明装置であって、
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　発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　筒体の端部に設けられ、発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着部と、
　筒体に設けられ、基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、筒体と器具装着部と
により密閉された筐体部を形成し、
　電源部は、
　商用電源を発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備し、
　前記照明器具は、
　前記器具装着部を固定するソケットと、
　前記発光ダイオードランプを固定する固定部材と、を備え、
　前記器具装着部は、両口金形直管蛍光ランプの口金と同等形状であり、
　前記発光ダイオードランプは、前記ソケットと前記固定部材とにより前記照明器具に固
定され、
　前記電源部側接続端子は、電源部から下方に突出して又は照明器具の器具下面から突出
して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明に係る照明装置は、発光ダイオードランプが、ソケットと固定部材とにより照
明器具に固定されるので、発光ダイオードランプが照明器具から落下する恐れが少ない。
そのため、ＬＥＤ照明のような長寿命の光源が長期間にわたり点灯されたときに照明器具
のソケットが劣化しても、発光ダイオードランプが落下することなく安全である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１を示す図で、照明装置１００の構成図。
【図２】実施の形態１を示す図で、ＬＥＤランプ１０の上面図。
【図３】実施の形態１を示す図で、ＬＥＤランプ１０の底面図。
【図４】実施の形態１を示す図で、ＬＥＤランプ１０の正面図。
【図５】図２のＡ－Ａ断面図。
【図６】図５の左端付近の拡大図。
【図７】実施の形態１を示す図で、ＬＥＤランプ１０の側面図。
【図８】実施の形態１を示す図で、電源部２０の斜視図。
【図９】実施の形態１を示す図で、電源部２０の正面図。
【図１０】実施の形態１を示す図で、電源部２０の平面図。
【図１１】実施の形態１を示す図で、電源部２０の側面図。
【図１２】実施の形態２を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【図１３】実施の形態２を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【図１４】実施の形態２を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【図１５】実施の形態３を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【図１６】実施の形態３を示す図で、弾性体５０と出力リード線２０ｄの断面図。
【図１７】実施の形態３を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【図１８】実施の形態３を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【図１９】実施の形態４を示す図で、ＬＥＤランプ１０と電源部２０の側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　（概要）
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　本実施の形態の照明装置（例えば、ＬＥＤランプを用いる）は、ＬＥＤランプと、ＬＥ
Ｄランプの外部に設けられる電源部とを、少なくとも備える。
【００１１】
　ＬＥＤランプは、ＬＥＤを実装した基板と、基板を収納し、放熱を行うヒートシンクと
、このヒートシンクの開口部に取り付けられるカバーと、ヒートシンクとカバーとで構成
される中空状の筒体の両端に嵌合して筐体部を構成する口金（Ｇ１３口金）と、を有する
。そして、基板（ＬＥＤ）が口金と電気的に接続されていない点が特徴の一つである。口
金は、既存の蛍光ランプ器具（ソケット）にＬＥＤランプを装着するためのものである。
【００１２】
　電源部は、電源部本体と、電源部本体の両端に接続される入力リード線と、出力リード
線と、を少なくとも備える。入力リード線は、商用電源（例えば、１００Ｖ　５０／６０
Ｈｚ）に接続される。また、出力リード線は、ＬＥＤランプのヒートシンクに設けられる
コネクタに接続される。電源部本体は、商用電源（例えば、１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ）
を、ＬＥＤ用のＤＣ電源（例えば、２４Ｖ）に変換する。
【００１３】
　このように構成される照明装置は、照明器具のソケットから電力が供給されないので蛍
光ランプ用照明器具等の従来器具に接続しても過電圧等の問題を発生せず、かつＬＥＤ長
期間にわたり点灯されたときにソケットが劣化しても、その劣化による電気的な接続不良
等の不具合の影響は受けない。また、ＬＥＤランプが筐体部内に密閉されているので塵埃
が入らず、感電保護が可能である。
【００１４】
　更に電源部をＬＥＤランプの外部に設置しているので、ＬＥＤランプの重量を従来蛍光
ランプ（例えば、直管蛍光ランプ）並みに出来、ＬＥＤランプが照明器具から重量が原因
で落下することなく保持することが出来る。そのため、照明器具のソケットの劣化（ＬＥ
Ｄが長期間にわたり点灯されたときの経年劣化）によりＬＥＤランプが落下の可能性があ
るが、ＬＥＤランプの重量が従来蛍光ランプ並みになっているので、落下しにくく安全を
確保できる。
【００１５】
　以下、本実施の形態の照明装置１００について、図面を参照しながら説明する。図１は
実施の形態１を示す図で、照明装置１００の構成図である。照明装置１００は、少なくと
もＬＥＤランプ１０と、電源部２０とを備える。電源部２０は、ＬＥＤランプ１０の外部
に設けられている。電源部２０をＬＥＤランプ１０の外部に設置しているので、ＬＥＤラ
ンプ１０の重量を従来蛍光ランプ（例えば、直管蛍光ランプ）並みに出来、ＬＥＤランプ
１０が照明器具から重量が原因で落下することなく保持することが出来る。そのため、照
明器具のソケットの劣化（経年劣化）によりＬＥＤランプ１０が落下の可能性があるが、
ＬＥＤランプ１０の重量が従来蛍光ランプ並みになっているので、落下しにくく安全を確
保できる。ＬＥＤランプ１０、電源部２０の構成は、後述する。
【００１６】
　図２乃至図７は実施の形態１を示す図で、図２はＬＥＤランプ１０の上面図、図３はＬ
ＥＤランプ１０の底面図、図４はＬＥＤランプ１０の正面図、図５は図２のＡ－Ａ断面図
、図６は図５の左端付近の拡大図、図７はＬＥＤランプ１０の側面図である。
【００１７】
　ＬＥＤランプ１０は、中空の筒体１０ａ（例えば、円筒状）を備える。筒体１０ａは、
放熱用の断面が略半円のヒートシンク１０ｅ（例えば、アルミニウム等の金属、放熱部）
と、透明もしくは半透明（例えば、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）を材料とする）の、断
面が略半円のカバー１０ｄ（発光部）とが嵌合されて、例えば、円筒状に形成される。筒
体１０ａの両端は、開口している。
【００１８】
　中空の筒体１０ａの開口している両端の開口部を夫々口金１０ｂで閉塞することにより
、密閉された筐体部１５を構成する。
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【００１９】
　アルミニウム等の金属で構成されるヒートシンク１０ｅの外周面には、放熱面積を増や
すための複数の凹凸形状が形成されている（例えば、図３）。ヒートシンク１０ｅは、内
部に複数のＬＥＤ１０ｇ（発光素子）を実装した基板１０ｆが図示しない溝に挿入される
。
【００２０】
　ヒートシンク１０ｅには、後述する電源部２０の出力リード線２０ｄに接続された接続
端子２０ｅ（雌、電源部側接続端子）が結合する接続端子１０ｃ（雄、ランプ側接続端子
）が形成されている。図３の例は、ヒートシンク１０ｅの一方の口金１０ｂ（図３では左
側）の近傍に、外周面に開口する態様で接続端子１０ｃ（雄）が形成されているが、これ
は一例であって、接続端子１０ｃの位置は任意でよい。
【００２１】
　本実施の形態の口金１０ｂが、ＬＥＤランプ１０を照明器具のソケット（図示せず）に
固定する役目のみに使用される点に特徴がある。基板１０ｆのＬＥＤ１０ｇへの電力の供
給は、電源部２０の出力リード線２０ｄに接続された接続端子２０ｅ（雌）が、ＬＥＤラ
ンプ１０のヒートシンク１０ｅに形成された接続端子１０ｃ（雄）に接続されることで、
行われる。ＬＥＤランプ１０内部において、接続端子１０ｃに、導入線１０ｈが接続され
、導入線１０ｈは基板１０ｆの所定の部位に接続している（図６参照）。
【００２２】
　断面が略半円のカバー１０ｄは、透明もしくは半透明で（透光性を有する）、材料とし
ては、例えば、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）を用いる。基板１０ｆのＬＥＤ１０ｇから
の光は、透明もしくは半透明のカバー１０ｄから前方へ出る。
【００２３】
　中空の筒体１０ａの開口している両端の開口部に、夫々口金１０ｂが固定される。口金
１０ｂは、直管蛍光ランプ用のＧ１３相当の口金を用いる。夫々の口金１０ｂは、２本の
口金ピン１０ｂ－１を備える。
【００２４】
　中空の筒体１０ａの開口している両端の開口部を夫々口金１０ｂで閉塞することにより
、密閉された筐体部１５を構成する。複数のＬＥＤ１０ｇを実装した基板１０ｆは、この
密閉された筐体部に収納される。従って、密閉されている筐体部内に塵埃が入らず、同時
に感電保護が可能である。
【００２５】
　図６を参照しながら、ＬＥＤランプ１０の組立手順について説明する。
（１）ヒートシンク１０ｅに、接続端子１０ｃ（雄）が組付けられる；
（２）ヒートシンク１０ｅは、断面が半円形で、球面部（外周面）と平面部１０ｅ－１と
からなる。ヒートシンク１０ｅの平面部１０ｅ－１に、複数のＬＥＤ１０ｇを実装した基
板１０ｆが接着等により固定される；
（３）接続端子１０ｃ（雄）の導入線１０ｈを基板１０ｆに接続する；
（４）口金１０ｂ（材料は、例えば、ＰＢＴ（ポリブチレンテレフタレート））は、口金
ピン１０ｂ－１の反対側に、断面が半円形で、球面部（外周面）と平面部１０ｂ－２とか
らなるヒートシンク嵌合部を備える。口金１０ｂのヒートシンク嵌合部を、ヒートシンク
１０ｅに挿入する。このとき、夫々の平面部１０ｂ－２、平面部１０ｅ－１が重なるよう
に挿入する；
（５）ネジ１２により、ヒートシンク１０ｅ（平面部１０ｅ－１）と口金１０ｂ（平面部
１０ｂ－２）とを固定する；
（６）カバー１０ｄを組付ける；
（７）金属製のリング１０ｊを嵌める。
　上記（４）～（７）は、ＬＥＤランプ１０の他方の端部においても、同様に行われる。
【００２６】
　図８乃至図１１は実施の形態１を示す図で、図８は電源部２０の斜視図、図９は電源部
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２０の正面図、図１０は電源部２０の平面図、図１１は電源部２０の側面図である。
【００２７】
　図８乃至図１１を参照しながら、電源部２０について説明する。電源部２０は、少なく
とも以下に示す要素を備える。
（１）商用電源（例えば、１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ）を、ＬＥＤ用のＤＣ電源（例えば
、２４Ｖもしくは定電流源）に変換する電源部本体２０ａ；
（２）商用電源側の入力リード線２０ｂ；
（３）入力リード線２０ｂに設けられるプラグ２０ｃ；
（４）ＬＥＤランプ１０側の出力リード線２０ｄ；
（５）出力リード線２０ｄに設けられる接続端子２０ｅ（雌）。
【００２８】
　電源部２０のプラグ２０ｃが、商用電源に接続されているコンセントに差し込まれる。
商用電源は、入力リード線２０ｂから電源部本体２０ａに入力されて、ここで（電源部本
体２０ａ）、商用電源（例えば、１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ）がＬＥＤ用のＤＣ電源（例
えば、２４Ｖ）に変換される。ＬＥＤ用のＤＣ電源（例えば、２４Ｖ）が、出力リード線
２０ｄに出力される。接続端子２０ｅ（雌）がＬＥＤランプ１０のヒートシンク１０ｅに
形成された接続端子１０ｃ（雄）に接続されることで、ＬＥＤ用のＤＣ電源（例えば、２
４Ｖ）が、基板１０ｆに印加される。
【００２９】
　以上のように、本実施の形態による照明装置１００は、照明器具のソケットから電力が
供給されないので、蛍光ランプ用照明器具等の従来器具に接続しても過電圧等の問題を発
生せず、かつＬＥＤランプ１０が筐体部１５内に密閉されているので塵埃が入らず、感電
保護が可能である。尚、蛍光ランプ用照明器具等の従来器具の安定器と口金１０ｂとの接
続は、切断しておくのが好ましい（安全である）。但し、蛍光ランプ用照明器具等の従来
器具の安定器と口金１０ｂとの接続は、そのままでもよい。
【００３０】
　更に電源部２０をＬＥＤランプ１０の外部に設置しているので、ＬＥＤランプ１０の重
量を従来蛍光ランプ（例えば、直管蛍光ランプ）並みに出来、ＬＥＤランプ１０が照明器
具から重量が原因で落下することなく保持することが出来る。そのため、照明器具のソケ
ットの劣化（経年劣化）によりＬＥＤランプ１０が落下する可能性があるが、ＬＥＤラン
プ１０の重量が従来蛍光ランプ並みになっているので、落下しにくく安全を確保できる。
【００３１】
　以上の説明では、ＬＥＤランプ１０が筐体部１５の両端に口金１０ｂを備えるものにつ
いて説明したが、筒体１０ａの一端が閉じていて、開口した他端に口金１０ｂを備える形
態のものでもよい。
【００３２】
　そのように構成することにより、ＬＥＤランプ１０を従来のコンパクト蛍光灯等の片口
金形蛍光灯器具のソケットに装着できる。
【００３３】
　従って、ＬＥＤランプ１０の筐体部１５の全長は、既存の両口金形蛍光ランプまたは片
口金形蛍光ランプと同等である。そのため、ＬＥＤランプ１０を従来蛍光灯器具に装着で
きる。
【００３４】
　また、ＬＥＤランプ１０を、図示はしないが、照明器具側に設けられた固定部材により
照明器具に保持するようにしてもよい。
【００３５】
　そのように構成することにより、照明装置１００は照明器具のソケットを介して電力が
供給されないため、ＬＥＤ照明のような長寿命の光源が長期間にわたり点灯されたときに
ソケットが劣化しても、その劣化による電気的な接続不良等の不具合の影響は受けない。
そのため、ソケットの劣化によるＬＥＤランプ１０の落下の可能性があるが、固定部材で
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固定しているので、容易に外れず、ソケットから口金１０ｂ（器具装着部）が外れても筐
体部が落下せず安全を保てる。
【００３６】
　実施の形態２．
　実施の形態２でも、既存の蛍光ランプ器具の受金（ソケット）に装着可能な口金を備え
、受金を介して口金に給電するのではなく、ランプの筐体部の接続端子に給電する照明装
置について説明する。以下、主として、実施の形態１と異なる点を説明する。
【００３７】
　図１２は、実施の形態２の２本柱のコンパクト形ＬＥＤランプの装着図である。実施の
形態２のコンパクト形ＬＥＤランプの形状は、コンパクト形蛍光ランプの形状と同じであ
る。コンパクト形蛍光ランプとは、ガラス管をＵ字状・ヘアピン状・Ｃ字状にした片口金
の蛍光ランプをいう。ガラス管を一度曲げた２本柱のＵ字管のものや、ガラス管とガラス
管とを先端部で接合した２本柱のＵ字状のものや、複数のＵ字管を接合して４本注、６本
注にしたものもある。
　図１２の照明装置は、２本柱のコンパクト形のＬＥＤランプ１０と、前記ＬＥＤランプ
１０の外部に設けられる電源部２０とを有する。
　前記ＬＥＤランプ１０は、蛍光ランプの口金と同じ形状の口金１０ｂ（器具装着部）と
、前記ＬＥＤランプ１０に給電するためのランプ側接続端子１０ｃとを備えている。
　前記電源部２０は、前記ＬＥＤランプ１０に給電する電源部本体と、前記ランプ側接続
端子と接続される電源部側接続端子２０ｅとを備えている。
　電源部２０の接続端子２０ｅは電源部２０に固定されている。また、照明器具４０の器
具下面４１には開口部４２が設けられている。電源部２０には接続端子２０ｅが固定され
ており、接続端子２０ｅが開口部４２から下方に突き出ている。
　電源部２０の接続端子２０ｅは、ＬＥＤランプ１０の先端部に設置された接続端子１０
ｃに対応して配置されている。前記ＬＥＤランプ１０の口金１０ｂを受金３０に挿入しな
がら、前記ＬＥＤランプ１０を図１２の矢印方向に回転させると、電源部２０の接続端子
２０ｅは、ＬＥＤランプ１０の先端部に設置された接続端子１０ｃに挿入され接続が完了
する。
【００３８】
　実施の形態２の照明装置は以下の特徴を有する。
【００３９】
　１．ＬＥＤランプ１０は、片口金形蛍光ランプと同等の形状を持つ。ＬＥＤランプ１０
は、特に２本柱のコンパクト形蛍光ランプと同等の形状を持つ。ＬＥＤランプ１０は、４
本柱や６本柱のコンパクト形蛍光ランプと同等の形状を持っていてもよい。
【００４０】
　２．既存の２本柱のコンパクト形蛍光ランプの受金に装着可能な口金１０ｂと口金ピン
１０ｂ－１を持つ。
【００４１】
　３．ＬＥＤランプ１０の筐体部１５に接続端子１０ｃを持ち、電源部２０の接続端子２
０ｅと接続することでＬＥＤランプ１０が給電される。照明器具４０の受金３０（ソケッ
ト３０）から口金１０ｂの口金ピン１０ｂ－１へは給電されない。
【００４２】
　４．ＬＥＤランプ１０の筐体部１５の接続端子１０ｃはＬＥＤランプ１０の先端部ヒー
トシンク側（非発光側）に設置される。また、既存の２本柱のコンパクト形蛍光ランプが
照明器具４０側の留金（図示せず）に保持される位置に接続端子１０ｃを設置する。留金
に保持される位置に接続端子１０ｃを設置する理由は、留金を不要にすることができるか
らである。あるいは、留め金が或る場合には、留金により接続端子１０ｃを隠すことがで
き見栄えが悪くなることを防止できるからである。
【００４３】
　５．電源部２０は照明器具４０内に設置する。器具下面４１の既存の２本柱のコンパク
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ト形蛍光ランプを保持する留金が設置される位置に開口部４２を設け、当該開口部４２か
ら電源部２０の接続端子２０ｅが導出される。
【００４４】
　６．照明器具４０の開口部４２から導出された電源部２０の接続端子２０ｅは、動かな
いように器具下面４１または電源部２０に固定される。実施の形態２では、電源部２０と
その接続端子２０ｅの間に出力リード線２０ｄを持たない。出力リード線２０ｄがないの
で部品点数が削減できる。
【００４５】
　７．受金３０にＬＥＤランプ１０の口金１０ｂを接続し、電源部２０側の接続端子２０
ｅにＬＥＤランプ１０の先端部に設置された接続端子１０ｃを接続して、ＬＥＤランプ１
０を器具に装着する。このとき、照明器具４０の留金によるＬＥＤランプ１０先端部の保
持は行わない。電源部２０の接続端子２０ｅとＬＥＤランプ１０の接続端子１０ｃとの接
続が留金の機能を果たすから留金は不要となる。
【００４６】
　以上のように、電源部２０側の接続端子２０ｅは、電源部２０から突出して固定されお
り、前記ＬＥＤランプ１０が照明器具４０に固定される場合、前記電源部側の接続端子２
０ｅと前記ランプ側接続端子１０ｃとがはめ込み接続される。
【００４７】
　図１３では、電源部２０の接続端子２０ｅは照明器具４０の器具下面４１に固定されて
いる例を示す。照明器具４０は、開口部４２に端子固定部４３を有し、電源部２０は、接
続端子２０ｅと出力リード線２０ｄを有している。端子固定部４３は、接続端子２０ｅを
器具下面４１に固定している。
　図１３の場合は、出力リード線２０ｄを有しているので、電源部２０の配置が柔軟にな
る効果がある。
【００４８】
　図１４は、片口金形環形ランプの場合を示している。片口金形蛍光ランプには、環形ラ
ンプが含まれる。図１４の場合も、電源部２０は照明器具４０内に設置する。器具下面４
１の環形蛍光ランプを保持する留金が設置される位置に開口部４２を設け、当該開口部４
２から電源部２０の接続端子２０ｅが導出される。照明器具４０の開口部４２から導出さ
れた電源部２０の接続端子２０ｅは動かないように器具下面４１または電源部２０に固定
される。図１４においても、電源部２０とその接続端子２０ｅの間に出力リード線２０ｄ
を持たない。しかし、図１３に示すように出力リード線２０ｄがあってもよい。
【００４９】
　以上のように、前記電源部２０側の接続端子２０ｅは、照明器具４０の器具下面４１か
ら突出して固定されおり、前記ＬＥＤランプ１０が照明器具４０に固定される場合、前記
電源部２０側の接続端子２０ｅと前記ランプ側接続端子１０ｃとがはめ込み接続されるこ
とを特徴とする。
　この実施の形態２によれば、照明器具にＬＥＤランプ１０をワンタッチで装着できる効
果がある。また、照明器具の留金によるＬＥＤランプ１０先端部の保持が不要となる効果
がある。
　以上説明した実施の形態２は、直管形，環形，コンパクト形のいずれの形状のランプで
も適用することができる。
【００５０】
　実施の形態３．
　図１５は、電源部２０の接続端子２０ｅが弾性体５０を介して器具下面４１の開口部４
２から導出され、横方向（ランプ軸方向）にフレキシブルに動く照明装置を示している。
　以下、主として、実施の形態１と異なる点を説明する。
【００５１】
　図１５に示す照明装置は以下の特徴を有している。
　１．ＬＥＤランプ１０は、両口金直管形蛍光ランプと同等の形状を持つ。
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　２．ＬＥＤランプ１０は、既存の両口金直管形蛍光ランプの受金３０に装着可能な口金
１０ｂを持つ。
　３．ＬＥＤランプ１０の筐体部１５に接続端子１０ｃを持ち、電源部２０の接続端子２
０ｅと接続することで給電される。照明器具４０の受金３０から口金１０ｂの口金ピン１
０ｂ－１へは給電されない。
　４．ＬＥＤランプ１０筐体部１５の接続端子１０ｃは、ＬＥＤランプ１０のヒートシン
ク側（非発光側）に設置される。
　５．電源部２０は照明器具４０内に設置する。器具下面４１に開口部４２を設け、当該
開口部４２から電源部２０の接続端子２０ｅが導出される。
　６．電源部２０の接続端子２０ｅは弾性体を介して器具の開口部から導出され、横方向
（ランプ軸方向）にフレキシブルに動く。
　図１６の断面図に示すように、電源部２０とその接続端子２０ｅの間に短い出力リード
線２０ｄを有し出力リード線２０ｄの周囲に弾性体５０があり、弾性体５０は出力リード
線２０ｄを保護する。このため、接続端子２０ｅは横方向にフレキシブルに動きながらも
弾性体５０の復元力により元の位置に戻ることができる。
　７．照明器具４０の両方の受金３０にＬＥＤランプ１０の両方の口金１０ｂを接続し、
電源部２０の接続端子２０ｅにＬＥＤランプ１０の非発光部に設置された接続端子１０ｃ
を接続して、ＬＥＤランプ１０を器具に装着する。
【００５２】
　このとき、ＬＥＤランプ１０を装着するために横方向（ランプ軸方向）にＬＥＤランプ
１０を動かしても電源部２０の接続端子２０ｅも同じ方向にフレキシブルに動くので、受
金３０への口金１０ｂの装着と同時に接続端子の装着も可能となる。
【００５３】
　図１７は、別の形態を示す図である。
　図１７では、電源部２０の接続端子２０ｅは出力リード線２０ｄを介して電源部２０か
ら導出される。電源部２０の接続端子２０ｅは、保持部４４により照明器具４０の片方の
受金３０から突出する方向に設置される。保持部４４は、図１６と同様、出力リード線２
０ｄの周囲にある弾性体５０であり、弾性体５０は出力リード線２０ｄを保護する。接続
端子２０ｅの保持部４４は、横方向（ランプ軸方向）に伸縮する弾性体でありフレキシブ
ルに動く。前記ランプ側の接続端子１０ｃは、口金１０ｂのそばに配置されている。
【００５４】
　前記ＬＥＤランプ１０を図１７の矢印方向に移動させ、電源部２０の接続端子２０ｅを
、ＬＥＤランプ１０の先端部に設置された接続端子１０ｃに挿入する。そして、前記ＬＥ
Ｄランプ１０の口金１０ｂを受金３０に挿入するために、前記ＬＥＤランプ１０を横方向
（ランプ軸方向）に移動させ、接続が完了する。
【００５５】
　以上のように、前記電源部２０側の接続端子２０ｅは、照明器具４０の受金３０から横
方向（ランプ軸方向）に下方（ランプ軸に対して垂直方向）に突出して固定されおり、前
記ＬＥＤランプ１０が照明器具４０に固定される場合、下方（ランプ軸に対して垂直方向
）に突出している前記電源部２０側の接続端子２０ｅと前記ランプ側の接続端子１０ｃと
がはめ込み接続される。
【００５６】
　また、前記電源部２０側の接続端子２０ｅは、周囲に弾性体５０を有する出力リード線
２０ｄを介して前記電源部２０に接続される。前記ＬＥＤランプ１０が照明器具４０に固
定される場合、前記電源部２０側の接続端子２０ｅと前記ランプ側の接続端子１０ｃとが
はめ込み接続される。その際、前記ＬＥＤランプ１０の取り付け時の横方向（ランプ軸方
向）への移動とともに、前記ランプ側の接続端子１０ｃに接続された前記電源部２０側の
接続端子２０ｅも移動する。
【００５７】
　図１８は、別の形態を示す図である。
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　図１８において、前記ランプ側の接続端子１０ｃは、開口先端部にテーパー部６０を有
する。前記ＬＥＤランプ１０が照明器具４０に固定される場合、前記テーパー部６０を経
由して前記電源部２０側の接続端子２０ｅと前記ランプ側接続端子とがはめ込み接続され
る。
　前記ＬＥＤランプ１０を上方向に移動させ、電源部２０の接続端子２０ｅを、ＬＥＤラ
ンプ１０の設置された接続端子１０ｃに挿入する。その際、電源部２０の接続端子２０ｅ
が、ＬＥＤランプ１０の接続端子１０ｃの位置とずれている場合でも、図１８の矢印のよ
うに、電源部２０の接続端子２０ｅがテーパー部６０の傾斜面に沿って横方向（ランプ軸
方向）に移動する。
　図１８では、ＬＥＤランプ１０側の接続端子１０ｃは先端の開口部６１にテーパー部６
０を有し、テーパー状に開口しているので、受金３０への口金１０ｂの装着時にＬＥＤラ
ンプ１０が横方向に動いても電源部２０の接続端子２０ｅを挿入しやすくする。
　以上説明した実施の形態３は、直管形，環形，コンパクト形のいずれの形状のランプで
も適用することができる。
【００５８】
　実施の形態４．
　図１９は、無接点電力伝送による給電を示す図である。以下、主として、実施の形態１
と異なる点を説明する。
　図１９では、ＬＥＤランプ１０の筐体部１５に受電部７１を持ち、電源部２０の給電部
７０より給電される。器具の受金３０から口金１０ｂへは給電されない。ＬＥＤランプ１
０の筐体部１５の受電部７１はＬＥＤランプ１０のヒートシンク側（非発光側）に設置す
る。
　電源部２０は照明器具内に設置する。器具下面４１に開口部４２を設け、当該開口部４
２を介して電源部２０の給電部７０からＬＥＤランプ１０筐体部の受電部７１に無接点電
力伝送により給電する。
【００５９】
　この実施の形態に係る照明装置は、ＬＥＤランプ１０と、前記ＬＥＤランプ１０の外部
に設けられる電源部２０とを有する。前記ＬＥＤランプ１０は、蛍光ランプの口金と同じ
形状の口金（器具装着部）と、前記ＬＥＤランプ１０に給電するため無接点電力伝送によ
る電力を受電する受電部７１とを備える。一方、前記電源部２０は、前記ＬＥＤランプ１
０に給電する電源部本体と、前記受電部７１に無接点電力伝送により給電する給電部７０
とを備えている。
　この実施の形態によれば、照明器具にＬＥＤランプ１０をワンタッチで装着できる効果
がある。また、接続端子を不要にできる。
　以上説明した実施の形態４は、直管形，環形，コンパクト形のいずれの形状のランプで
も適用することができる。
【００６０】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプと、発光ダイオードランプ
の外部に設けられる電源部とを有する照明装置であって、
　発光ダイオードランプは、
　一部が透光性を有する中空状の筒体と、
　筒体に収納され、発光素子を搭載した基板と、
　筒体の端部に設けられ、発光ダイオードランプを照明器具に固定する器具装着部と、
　筒体に設けられ、基板に接続されるランプ側接続端子と、を備え、筒体と器具装着部と
により密閉された筐体部を形成し、
　電源部は、
　商用電源を発光素子用の直流電源に変換する電源部本体と、
　ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と、を具備したものである。
【００６１】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、器具装着部が、蛍光ランプの口金と同等形状であ
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ることを特徴とする。
【００６２】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、器具装着部が、両口金形直管蛍光ランプの口金と
同等形状であることを特徴とする。
【００６３】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプが、筐体部の一方の端部に
器具装着部を備え、器具装着部は、片口金形蛍光ランプの口金と同等形状であることを特
徴とする。
【００６４】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、照明器具が、既存の蛍光ランプの照明器具である
ことを特徴とする。
【００６５】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、筐体部の全長が、既存の両口金形直管蛍光ランプ
または片口金形蛍光ランプと同等であることを特徴とする。
【００６６】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプの重量が、既存の両口金形
直管蛍光ランプまたは片口金形蛍光ランプの重量と同等であることを特徴とする。
【００６７】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、中空状の筒体が、透光性の物質よりなる、樹脂製
の発光部と、熱伝導性の優れた金属よりなる放熱部と、を有し、
　ランプ側接続端子は、放熱部に設けられることを特徴とする。
【００６８】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、ランプ側接続端子に、前記電源部側接続端子を嵌
合させることを特徴とする。
【００６９】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプが、照明器具側に設けられ
た固定部材により照明器具に保持されることを特徴とする。
【００７０】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードラ
ンプの外部に設けられる電源部とを有する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するためのランプ側接続端子と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記ランプ側接続端子と接続される電源部側接続端子と
を備えたことを特徴とする。
【００７１】
　前記電源部側接続端子は、電源部から突出して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする。
【００７２】
　前記電源部側接続端子は、照明器具の器具下面から突出して固定されており、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする。
【００７３】
　前記電源部側接続端子は、周囲に弾性体を有するリード線を介して前記電源部に接続さ
れ、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記
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ランプ側接続端子とがはめ込み接続されるとともに、前記発光ダイオードランプの移動と
ともに前記電源部側接続端子も移動することを特徴とする。
【００７４】
　前記ランプ側接続端子は、テーパー部を有し、
　前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記テーパー部を経由して前
記電源部側接続端子と前記ランプ側接続端子とがはめ込み接続されることを特徴とする。
【００７５】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプと、前記発光ダイオードラ
ンプの外部に設けられる電源部とを有する照明装置であって、
　前記発光ダイオードランプは、
　蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部と、
　前記発光ダイオードランプに給電するため無接点電力伝送による電力を受電する受電部
と
を備え、
　前記電源部は、
　前記発光ダイオードランプに給電する電源部本体と、
　前記受電部に無接点電力伝送により給電する給電部と
を備えたことを特徴とする。
【００７６】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、照明器具のソケットから電力が供給されないので
、蛍光ランプ用照明器具等の従来器具に接続しても過電圧等の問題を発生せず、かつ、Ｌ
ＥＤ照明のような長寿命の光源が長期間にわたり点灯されたときに、照明器具のソケット
が劣化してもその劣化による電気的な接続不良等の不具合の影響は受けない。また、発光
ダイオードランプが筐体部により密閉されているので塵埃が入らず、感電保護が可能であ
る。更に電源部を発光ダイオードランプの外部に設置しているので、器具装着部が照明器
具のソケットに装着される発光ダイオードランプの重量を従来の蛍光ランプ並みに出来、
発光ダイオードランプが照明器具から落下する恐れが少ない。そのため、ＬＥＤ照明のよ
うな長寿命の光源が長期間にわたり点灯されたときに照明器具のソケットが劣化しても、
発光ダイオードランプが落下することなく安全である。
【００７７】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、器具装着部が蛍光ランプの口金と同等形状である
ので、従来蛍光ランプ器具のソケットに装着できる。
【００７８】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、器具装着部が直管蛍光ランプの口金と同等形状で
あるので、従来の直管蛍光灯器具のソケットに装着できる。
【００７９】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプが、筐体部の一方の端部に
器具装着部を備え、器具装着部は、片口金形蛍光ランプの口金と同等形状であるので、従
来のコンパクト蛍光ランプ等の片口金形蛍光灯器具のソケットに装着できる。
【００８０】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、照明器具が、既存の蛍光ランプの照明器具である
ので、従来蛍光ランプ器具のソケットに装着できる。
【００８１】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、筐体部の全長が、既存の両口金形直管蛍光ランプ
または片口金形蛍光ランプと同等であることにより、従来の蛍光灯器具に装着できる。
【００８２】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプの重量が、既存の両口金形
直管蛍光ランプまたは片口金形蛍光ランプの重量と同等であることにより、発光ダイオー
ドランプが照明器具から落下することなく保持することが出来る。
【００８３】
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　以上の実施の形態に係る照明装置は、中空状の筒体が、透光性の物質よりなる、樹脂製
の発光部と、熱伝導性の優れた金属よりなる放熱部と、を有し、ランプ側接続端子は、放
熱部に設けられることにより、ランプ側接続端子が強度の高い放熱性の金属からなる放熱
部に設けられているのでランプ側接続端子への電源部の出力リード線の着脱時に筐体部が
変形や破損をしない。
【００８４】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、ランプ側接続端子に、電源部側接続端子を嵌合さ
せることにより、照明器具のソケットを介して電力が供給されないため、ＬＥＤ照明のよ
うな長寿命の光源が長期間にわたり点灯されたときにソケットが劣化しても、その劣化に
よる電気的な接続不良等の不具合の影響は受けない。そのため、ソケット劣化による筐体
部の落下の可能性があるが、ランプ側接続端子に電源部側接続端子を嵌合させ、容易に外
れないので、ソケットから器具装着部が外れて落下してもランプ側接続端子と電源部側接
続端子の結合により発光ダイオードランプが落下せず安全を保てる。
【００８５】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプが、照明器具側に設けられ
た固定部材により照明器具に保持されることにより、照明器具のソケットを介して電力が
供給されないため、ＬＥＤ照明のような長寿命の光源が長期間にわたり点灯されたときに
ソケットが劣化しても、その劣化による電気的な接続不良等の不具合の影響は受けない。
そのため、ソケットの劣化による発光ダイオードランプの落下の可能性があるが、固定部
材で固定しているので、容易に外れず、ソケットから器具装着部が外れても発光ダイオー
ドランプが落下せず安全を保てる。
【００８６】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、蛍光ランプの口金と同じ形状の器具装着部を備え
ているので、従来の蛍光ランプの照明器具に、前記発光ダイオードランプを取り付けるこ
とができる。
【００８７】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、前記電源部側接続端子が電源部から突出して固定
されているので、前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、前記電源部側
接続端子と前記ランプ側接続端子とのはめ込み接続が容易になる。
【００８８】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、前記電源部側接続端子が照明器具の器具下面から
突出して固定されているので、前記発光ダイオードランプが照明器具に固定される場合、
前記電源部側接続端子と前記ランプ側接続端子とのはめ込み接続が容易になる。
【００８９】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、前記電源部側接続端子が周囲に弾性体を有するリ
ード線を介して前記電源部に接続されているので、前記発光ダイオードランプの移動とと
もに前記電源部側接続端子も移動することができ、前記発光ダイオードランプが照明器具
に固定される場合、前記電源部側接続端子と前記ランプ側接続端子とのはめ込み接続が容
易になる。
【００９０】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、前記ランプ側接続端子がテーパー部を有している
ので、前記電源部側接続端子と前記ランプ側接続端子とのはめ込み接続が容易になる。
【００９１】
　以上の実施の形態に係る照明装置は、発光ダイオードランプに給電するため無接点電力
伝送による電力を受電する受電部と前記受電部に無接点電力伝送により給電する給電部と
を備えているので、電源部側接続端子とランプ側接続端子とが不要になる。
【符号の説明】
【００９２】
　１０　ＬＥＤランプ、１０ａ　筒体、１０ｂ　口金、１０ｂ－１　口金ピン、１０ｂ－
２　平面部、１０ｃ　接続端子、１０ｄ　カバー、１０ｅ　ヒートシンク、１０ｅ－１　
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平面部、１０ｆ　基板、１０ｇ　ＬＥＤ、１０ｈ　導入線、１０ｊ　リング、１２　ネジ
、１５　筐体部、２０　電源部、２０ａ　電源部本体、２０ｂ　入力リード線、２０ｃ　
プラグ、２０ｄ　出力リード線、２０ｅ　接続端子、３０　受金、４０　照明器具、４１
　器具下面、４２　開口部、４３　端子固定部、４４　保持部、５０　弾性体、６０　テ
ーパー部、６１　開口部、７０　給電部、７１　受電部、１００　照明装置。
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